






;田1∴陸軍経理局 に よる外 部監 査活動の展開
」 ・t
N,陸 軍経理局 に よる内部監 査活動の展 開
㌔ρ'おわ り,に・
IL}は じ め に;
]
`
本稿 は経理 知識 第76号(1997年7月)'に掲 載 した論文 で ある 「陸軍経理組織の変遷 と内部
監査制度」の続編 であ るD。第76号 では、準 戦時下お よび戦時下 において、原価 計算実務が ま
ず軍需 工場 に根 を下ろ し、やがて一般工場へ と普及 していった過程 を明 らかにす るため に、当
時 いかに陸軍が原価計算実務の 普及 に貢献 し、1またその実 施 をいか 「監督 したか を考察 レ*う
と試み た2}ポこ;の手がか.炉どして、・陸 軍の軍需工場 監督 制度 に注 目 じたら同 時 に、・'陸軍にお い
て麟 活動を担弐 たのは陸軍裡 局監査課であり・この組織がいか始 変遷を遂}デて壱賊
につい て も興 味が あつた。}∵そこで、'第76号で は まず陸上 幕僚 監部 会計 課編・「予算会計制度史』






くみ を検 討 した。,
畔 の内臓 査それ自体は紅 別 学 内部的に髄 を実施させ醐 度であり・継 指靴
いう名目で事実上客軍需工場を監督 したのである。内部監査制度は、一方では経営の内部効率


























皿 ・・資 料 の概 要
ゴ今 回使 用 した資料 はお もに陸軍経理 局が発行 した小 冊子で あ り、会計 監督 に関す る法 令が掲
載 ざれて い る3)6これ らは単行本 で はな.く'1パンフ レ ヅ ト形 式 であ り`、:その 法令 を必 要 とす る
関係者 のみに 配 布 され た もの と思わ れ る。と くに、陸軍経理 局で内 部的 にの み使 用 した と思 わ
れ る冊子 ぱ ・「部外秘扱 い」 とな ってい る・。軍需工場 の監督 に関す る法令 は、'年表rに ま どめ る
ご どがで きる1。:なお 、この年 表 にお け る☆印 は本稿 を執 筆す る さいに、閲 覧可 能で あ っだ資












































































































































































































































































































れiと関係が深い と考 えられ る。
iさらに、下記に提示した資輿 第、7煕熟 読(遠 軍旙 輌 緯 書動)繊 た資
料㎏ あ り、本稿 において もそ の構成 において重 要 な部分 を担 う資料 の1つ であ る。i
陸軍省編纂 「工場肉部監養制度あ参著」1㌃経理および原価1こ関する報告書類徴取要領」't lA・ ぺ ㍉1ひ'川'i
所 収 陸 軍 主 計 団 記 事 発 行 部 昭 和17年6月 －i,、 い 、,
;これは前号の資料として提余したiどきi準 櫛 殉r坪 その璽発行年月{1昭和
i5年4月 であ り、「経理 お よび原価に関す る報告書類徴収 要領1の 巻末 に収録 されている付録
で』 ることが判 った(だ だ じ、-土記冊子 あ発行 年月は昭和17年6月)。 、・べ ら
{`"1,'rl・ ¶,Hl;Tl9
三瓢 熟 練 驚 興 し㌍ の獅興 こお{卿捌こ極め
i古 川栄一著r軍需品工場の会計監剛 度∫噂ig輌 其
ヒの文献は戦争も終末に近い昭和19年に執筆 されているので、会計監督制度の全容が描か
も ト 　 こ
被 いる.本 稿におけ治 蓮 ばに ゐ嫌 に齢 とヒうが犬 ぎい ・}。vli・、'i:)
拓稿では上記に提示した・⇔ かの資梱 輪 軸 己と党 議 量晶 らた外部監
ベ ロ ペ ゴ
査活動の鵬 を、次注 陸動 輪 工場に融 栖 部髄 巖 が⑭ な・るもめでわ 域 を論べ
じ て い き た い 。 ・i㌍ ㍉ .:パ ・',.
m、陸軍経理局1こよる外部監査活動の展開:
1{軍 需工場 管理体制赤め経 緯.、1
輻が国において車懸 を管笛 法律嘩 軍よって剛 年に瞬1れi`「綱 兵
監担!,働 蟻 ・鯉 亘れる熟 練 榊 嘩 榊 は大正7:年6別i「軍
需正業動員法」が制定された日しか～しぺ「軍需工業動員法」が本格的に機能し始めたのは、、この
法律の運用規程である「軍需願 胸 飾1黙 榊 」寮 和12剣定鱈 雌
吋 る・昭和12年は曄 事変醐 発箕 あり岬 蝉 争かは 平洋戦 へφ泥沼ρ入り1・で
あ⊆た。また、昭和12年には商工省内に統制局および統制委員会が設置きれ、・産業の統制的
色彩が次第に強くなっていく但 頃顯 適 職 時体繊 入句単 を剛 ・蹴
ていくために、軍事物資の安定的な調達が急務 どなつた6そζで、国家は軍需工場を計画的に
管ド る必要性が生じたの翻 ・lr軍需勲 曄 繊 輯 鞠 蝋i2年・;)の
施行勅令として 「工場事業場管理令」〈以後い1;これを旧管理令と略称する)iを公布した。倦 ら
に}昭和13年に「国難 熟 熟 施嘩 職 漁 当痛 たに「工樺 曇管理令1(以
後ミこれを新管理令と称する}が再び公布された。管理令は新管理令により強化され、旧管理
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令 は廃止 されたのであ る。この ように、法令 の制定 に より国家(直 接的 には、陸海軍):が民 間
(軍需)工 場 な どに協力 を求め るこ とは 「動員」1と呼 ばれた♂か くて、一連の法令の公 布 によ
り、 「軍 需動員」 の名 も・とで、各民 間軍需工場 は国家 に よる管 理 を受 ける ようになつた。
さらに、戦局 が悪化 してい くと、軍需工場 に対す る管理 体制 を強 化す る必 要が生 じた。これ
に伴 づ℃ 軍需省 が昭和i8年11月 ・1・日に設置 され、昭 和19年 には第1次 に:150社、'.第2次
に422社が軍需会社 と してそれぞれ指定 された 。軍需会社 は国家の管理 のみ にとどまらず 、さ
らに強力 な国家支配 と生 産責任制 を可能 にす るため に指定 された。 こう しで、戦 況の悪 化 に
伴 って軍需 工場 へ締 めつ けは次第 に厳 しくな ってい叉;軍 需品工場 へ の国家 の介入は、その度
合 いに よつて 「管理」、「使用」、・「収用」に分 けるこ とが で きる。軍需工場 側か らすれば、`軍需
品 め受 注など契 約に よる協力に始 ま り;・国の生産命令 によづて軍需品 を製造す るこそ して、究
極 的 には 、工場 は軍 に接収 され軍の完全支 配の もとに軍需 品の生 産が行 われる よ う:になって
いった。 ・、,'㍉'・ ■㌔'」:、{,.,・'∴
,1:・,・∵L1;IltL・;1い,ilh':1・,1::t"',It、`,
2軍 需工場の定義 、、L,t,、.,・ ・.・ ・']s`i・ ・'・1:'i1'、
1'前号 では、・陸 軍経理局 が軍需工場 を統制す るため に、:昭和ll'3年に制定 されたf陸 軍軍需監
督官令」(以後 、「監督 官令」 と略称す る)に ついて言及 した6)。これ は新管理令 と同種の法令
であ つたが、新管理令 に先だ って制定 されたので、廃止 されず に新管理令 とは関係 な くその効
力 を有 した。この さい、「新管理令」の適用 を受 けた軍需工場 は 「管理工場」、「監督官令」の適
用 を受 けたそれ は・「監 督工場」とそれぞれ呼称 され、両 者は区別 され鵡 管理 工場 には監理官、
監督 工場 には監督官が それぞれ置かれ、それぞれの法令 に基づ く工場管理 が行 われ た。しか じ、
厳密 には両者は異 な り、管理工場 は国家の直接的 な管理 を受 けてい る工場 であ るが、監 督工場
は契約 のみが な されてい る工場 であ る7)・。、したが つて、後者 のほ うが国家 の管理度合いが緩や
かなので あ る。∵ ・ 〕j'-1'・:'5'、
.昭和14年10月16日 に公布され た 「軍需品事業場工場検査令」(以後s単 にi「検査令」 と略
称す る)め 第2条 は、軍需品の範囲 を下記の とお り定 義 している。第2条 お ける規定は、この
法令 の主 旨を理 解す るため に重 要であるt2)。
・「本金 に於 いて軍需品 と称ず るは軍の命令又 は契約 に基 き生産又は修理 を為 す兵器其の他の
軍 用に供す る物資 を謂ふ但 し第4条 の規定 に依 り原価 に関 し計算 を為 ざ じめ又は第5条 の規
定 に依 り経理 若は原価に関 し報告 を徴 じ若は検査 を為 さ しむる軍需品は左 に掲 ぐる ものに限
る.'.・'P∴ ・,'・ 、.1:・i・11・{1=、',1tl.;:㍉"ttF・
1軍 機 保 護 の必 要 あ る物 資 パ1・i
2軍 用 規 格 の 定 あ る物 資 。 ・…'1.一 一 、,4':'"・ ジ パ:'.)'・
93、 ・.軍に 於 い て 生 産 又 は 修 理 を 指 導 す る 物 資,,1∵ ■ 一"■ ㎡




il≒ 経 、t理 知 識 一丁・
、もの'∴.、',・:
5・ 前 各 号 に掲 ぐる もの の外 軍 事 上 特 に必 要 あ る物 資
前 項 第5号 に掲 ぐる物 資 の 範 囲 は陸 軍 大 臣又 は 海軍 大 臣 内 閣 総 理 大 臣 に協 議 し ・.1
て之 を定 む]ll.e't'、tL
IT検査 令」で は、1この ような規定 に該当す る物資(軍 需 品」を製作 する工場が検査 の対象 とな
るので ある。さらに、'「検査 令」では、第3条 におい てv検 査対象 とす る工場お よび事 業場 を次
のよ うに定 めている帥。 ・,",
'い1 .軍の命令 又は契約 に基 き軍需 品又は其の原料 若は材料の生産 又は修理 を為す工場 又は
t.オ㌧ 事業場 一1-/ .・t'オ 、 ・4,1∵
、・2!前 号の工場又は事 業場 に於 いで軍の命令 又は契約 に基 き生産 又は修理 を為す軍需品の
原料又は材 料の生 産又 は修理 を為す工場又 は事業場 ・ へ、,'、#'.㍉.,
3前2号 に規定 する生 産又は修理 の下請 を為す工場又 は事業場 ・
この他 に、軍需工場 としては海軍や 陸軍の工廠 がそれぞれ あるが 、これ らは もともと軍 の直
接 的な管理下 に置 かれているので、「検査令」が規定 してい る軍需 工場 には含 まれてい ない。こ
の ように}.軍需工場 とは一般 民間工場 が軍 の命令 や契約 によ り軍需生産 を行 う場 合 に指定 され
る工 場であ る。s、'.二t"・{lt
∴,・ 一 ・s㍉'1'1・'-t、.・ ピ
31.,会計監督制度i(外部監査)の 展 開 ・:iiパ,,tl㌔t∵
準 戦時下 においで、・陸軍で は昭和13年1月14日 に制定 され た 「監督官 令」・と昭和,13年2'
月1]・`日に制定 された 「軍需 品工場の監督 に関 す る件」 に基づい て軍需工場 の監督 が行われた。
1監督官令」で は、第1条 にお いて 「陸 軍 に於 いて 軍需品の製造若 ぐは修理 を民 間工場 に注文 し
または民 間工場 よ り軍需 品 を購入す る ときは必要 に応 し左 の職 員を置 き契約 に基づ ぐ所要の監
督に関す る業務 を掌 ら しむ」9}と規定 していた。ここで、「左 の職員」とは監督官 、会計監督官 、
監督 官補、会計 監督官補であ る。 これ らの職 員は 、陸軍航空本部 、陸 軍兵器廠 、陸軍造兵廠 、
陸軍 運輸部、陸 軍被服廠 、陸軍糧秣廠 、千住 製絨 所、陸軍衛 生材 料廠 に置 かれた(「監督官令」
第2条)。
監督官の うち、会 計監督官 、会計監督官補が会計 監督 の任 を果た した。,「監督官令」の第6条
では、彼 らの職 務は次の よ うに規定 されてい るゆ。
、]「会計監督官 は所属上官 の命 を承 け第1条 の民 間工場に 付 き左 の業 務 を掌 る1、
1軍 需 品の製造 お よび修理 に関す る原価調査 および原価 の経 理上 よ りす る調査研 究 、
2工 場 の経営 に関す る経理上 の調査お よび監督」J㌔;・"'t1.・
「監 督令」に遅れ ること約2年 弱、「検査令」が 「国家総動員法」第19条 、第31条 に基づ い
て制定 された。 「検査令」第1条 は、 「国家総 動員法」 第1:9条に基 づいて軍需工場 が軍需調達
品の原価計 算を行 うごとや、 また同法第31条 に基づい て軍需工場 は会計報 告 を行 い、立 ち入
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り検査 を受け るこ とを規定 していたiP6,t'1'tt,、、 、■.;㍉ パ ㌧iii∵㍉ ご}1・.
さらに、監査 につ いては 「検査 令」・第5条 において;i次の よ'うに具体的に規定 されてい る!3}6
「陸軍大臣又は海軍大臣軍需品 の調達に関・し必要あ りと認 むる ときは軍需品又は其の原料若
は材料 の生産 又は修理∵之 に伴ふ業務又 は経理又は軍需品又は其の原料若 は材料 の原価 に関
し工場事業場の事業主 よ り報告を徴 し又は当該官吏 を して工場事業場其 の他必 要なる場所に
臨検 し業務 の状況 又は帳簿書類、当該工場事業場 に於い て生産又 は修理 を為す軍需品、其 の
原料 又は材料 其の他の物件 を検査せ しむるこ とを得」 、 　 ∵ 、
この規定は明 らか に、軍 部に よる軍需工場 の監査 を容認 している。「検査今上によつて原価計
算の実施が強制 され、軍需品の生産 に関す る会計報告書 の提出が義務づけ られたtiこの点 に、
軍 による民 間工場昏の原価計 算実務 の啓蒙お よび その普及への流れ を見 るこ・とがで きる。
}・ 戸"1;'・:・ 、・・-1・t.'・、・'IL`∵..、'.'ft・cll:i.:b、1-.1'、;自
IV,陸軍 経 理 局 に よ る内部 監 査 活動 の展 開t、.、-t'1・t・4、t-,..・.∵∵:,、,1.)
メ'lf',)tt∵.三訂t:・t・ ・{∫,・:い"t .ご、1'i4J:.、1'∴licl^
内部監査制度 は外部監査 制度 とは異 な り、いつ頃か ら実施 され るに至ったか は正確 にはわか
らない。これは法 令の強制力 によって実施 されたわけではないか らであ る。内部監査制度 はあ
くまで も外 部監査 を実施 してい く過程で、外部監査 を効率的に進め るため に補助的に始め られ
た と考 える ことがで きる。 したが って、内部監査制度 は外部監査制度に若干遅れて展 開 したの
であ り・∴その実施開始時期 はお よそ昭和15年 頃であ ろうb・工場の内部監査 に関す る詳細 な記
述 は、,昭和1・5年4月 「経 理及び原 価 に関す る報告書類徴収 要領1・の付録であ る{工 場 内部監
査制度 の参考」(以後、1「参考1と 略称す る)に 見るごとがでぎる。1.・r参考」によれ ば、内部監査
制度は上述 した よう に外部 監査 を象 り効果的に進めるための手段 どして考え られていた1%し
たが って、内部 監査制度が実施'され る前提 条件 どして、「事務管理上 自動的に虚偽誤謬の発生 を.
予防 し監査手 数 を省略 し監査効果 を増 大せ しむるために内部照査組織 を設定す るを要す」垣 ご
どを挙 げている。・ここで、・内部照査組織 どはご事務分掌に基づいて責任分担 を設けて一つの事}
務処理 に対 して二人 以上 の責任担当者 を置 き、}人が行 った事務処理の正否 を もう「≒人 によつ
て 自動 的 に検 証 を可能にす る組織であ る。「参考」;によれば、内部照査組織 を設定すべ き分掌と
じて現 金出納 、賃金支払 い、購 入お よび倉庫管理な どを推奨 している。内部監査 の実 施は各工
場が 「参考」な どに準拠 して監査事務内規を作成するべ きであ り、本社や工場の監査部 ない し
は監査 係が内部監査担当部 門 となるべ きである。この場合、担 当者 は他の部門 と独立 してい:る
ことが望 ま しい こ とは言及す る まで もない。 ‥ ∴,1}
く





74 II← 経,・{'1:理 知 ・㌦ ・識 一 ・
会社 全 体 、事 業 部 別 、工場 別 、部 門 別 、工程 別 な ど であ る。、また 、"内部 監 査 の 実 施 形 態 と しで
は、≡質 問 監 査 、巡 回監査 、 書 面監 査 ぷ付 随 監 査 の4種 類 が あ る17161'・ ・i:.
liさら に、・監査 の 実施 に あ た っ て は 、監 査計 画 書 が 作 成 され る。 これ は 「参考 」 に よれば 、下
記 の5'点が 明 示 さ:れて お り1、・監査 の 具体 的 な運 用 方 針 が 提 示 され て い る1P}。 、r・.;
"
tT・ 監 査 方 針tn・1.E,Pb1:'1い .'・':Tl}
・2,監 査 の 時 期 ㍗ 日程 、 手順'一.'・"・ 、・ ll-"t」't・・)'tll∵t
3監 査 対 象 の 選 定 口Lt・s'.・'"・ ビドU,・.'い1
,.1・1,4S監査 方法 の選 定1・'1・i'`,・tt;:㍉.・:;l
l,5'監査 事 務 め分 担 ・一:'i冒:・・パ 川1、.∴ ・.1・,・tilば ∴ パ
こ う した 監査 計 画 書が 作 成 され る こ と に よ っ て、 そ れ に準 拠 して 監 査 が 実 施 され る。
内 部監 査 は組 織 監査 、 能 率 監査 、t経理 監 査 か ら構 成 され て い るの で 、第76号 にお いて は各
監 査 の定 義 、内 部 監 査 の 目的 、監 査 の 要点 に 関 じで 言 及 し、乏 くに各 監 査 の枠 組 み を説 明 す る
こ とに力 点 を置 い た(第76号 を参 照 され た い)16}。本 稿 で は 、そ の詳 細 な 部分 に も さ らに言 及
す るゼ';1:い'`…;Xl:一.・ ・;'1=….L.1「`1.
(・:{…"□1・ 」t・-ii,i・'-11 '、1.t.t・ ・
い 組 織 監 査 ・㍉'・r-・':1`"tI・ し　 い ㍉■ へ'・ ・.ll・㌦二.、ぷ ∴
・、「参 考 」1にお い て{組 織 監 査 は次 め よう に定 義 され て い る19)。.1)S三::、',
㌧ 「経 営 に於 け る現 在の 組 織 が 其 の 本 来 の 目的 に適 応 せ る やご経 済 上 の 要 求 に一 層 合 致せ しむ
る為 之 を変更 す る要 な きや 等 を判 断 せ ん か為 に行 は る る経 営 組織 に関 す る計 画 的調 査 を 謂 ひ 、
4経営 に於 け る組 織 め 合理 化 に対 す る資料 を提 供 じ業務 及業 績 の改 善 向 上 に資 す る もの とす 」 、1
・組 織 監 査 はぷ い わ ば工 場 の 器 に関 す る 監査 で あ り、組 織 の改 変 に よ,り組 織 の 効 率 化 を図 り民
ひ い て は 経 営 効 率 を向 上 させ る こ とを も くろ む。:したが っ て 、そ の他 の 監 査 、(能率 監 査 、経 理
監査)'の前 提 とな る の で あ り、・監 査 す る 目的 と じて経 済 性 の 向上 が あ る。組 織 監 査 は経 済 性 の
側 面 か らい組織 の 陳 腐 化s欠 陥 な どを検 討 す る。 組織 監査 とそ の他 の監 査(す なわ ち、能 率 監
査 や経 理 監 査)・が 各領 域 で 重複 され る と思 わ れ る分 野 につ い て はt組 織 監査 に必 要 ど され1る能
率 監査 お よ び経 理 監査 を並 行 して 実 施 す る。例 え ばミ「参 考」に よる と、`もむ 会 計 上 め 不 正 や誤
謬 が生:E'tいる場 合vそ れ は 会計 組 織 の不 完 全 か ら生 じて い る ので ご経 理 監 査 と組織 監 査 を並
行 して実 施 す るべ き で あ る こ とに な る2旬。一 －tl:ぺ ・':・{]1・





の資料 を提 供す るを目的 とす」2nとされてい る。不 適当 な組織 は、業務量 に比 して作業量 が過
大になった り、過小 になつた りす る。例 えば、不必 要 な組 織が過剰 に存在 してし る場合 には、
過小 な単位作業量か ら原価嵩が生 じるi6,"反対 にLt必要な組織が不足 している場合 には、1過× な
単位 作 業量 かち統 制管理の不 備寸作 業停滞、納 期遅延、統 制の不 能 を招来す る。'前者:は作 業量
に比 して組織や施設、労働 配置が過大す ぎて非効率であ り、後者 は作業量 に比 して組織 や施 設、
労働 力が不足し てい るもしたが って、適 正な労働量 の設定 はかな りの部分 を適正 な組織の構 築
に依存 して いるので、,労務 監査の要点 は適正 な労働量 を分配す る組織の適正 な構築 にある∂
・組織監査 の第'2要素は人事 監査であ る6「参考」`によれ{諏 人事監査 ぱ 「経営内 に於いて如何
なる者か如何 なる位置 を占めあ るや を調査 し人事及執務の適否を監査す るを目的 と・す」とされ
ている22}。,'・lt・ll・;;:.'",
さらにぷ人事 監査の要点 はt次 の通 りに整理す る・ごとがで きる23,6'・」,・ ㌧'・
r・1㌦'各部署 に於 いて各 人は其 の能力、'性格、三経歴等 に適応せ る業務 を与へ られあるや否 や
2各 人の担当せ る業務 の繁 閑の程度 は均 衡を維持 しあるや否 やL、、・,b・ ㌍1∴1:{、
3各 人の勤惰 、能率等執務 の良否s,.∵','ll,・
人事 管理 によ り適材適所 の原則 が確 立 され、よ り能率的 な経営組織 を運営す ることが可 能 と
i
な り、 経 済 性 の 確 立 を 目指 す こ と が で き る 。'!、',
1組織 監 査 の 第,3要 素 は 制 度 監 査 で あ る:d「参 考 」'によ れ ば 、制 度 監 査 は 「経 営 内 に 於 け る 諸 制
度 及 施 設 の 適 否 に 関 す る 監 査 を 謂 ひ 、経 営 管 理 及 経 理 上 の 組 織 の 改 善 に 資 す る,を目 的 とす 」 と
規 定 ざ れ で い る 初 。制 度 監 査 に は 次 の よ うな 項 目 が あ る25)ピ ⇔1'li
1工 場 管 理 組 織 の 監 査 事 項1;J:・ ・F.・':::,、{1
イ 工 場 管 理 の 適 否El,∴ ㌦ 、:'・Lt-"
ロ 工 具 管 理 の 適 否'㌦ 」 ∵」,
ハ 材 料 管 理 の 適 否p'・ 、{∴ ・ r、ll'";
21会 計 管 理 組 織 の 監 査 事 項 ・',:い ∵ ・}b.、
,9,1イ1原 価 計 算 制 度 の 適 否 パ.1、,・ ・い1,・'、'パ1;;'・ ・'t_h.、 ㍉
ロ 予 算 統 制 制 度 の 適 否':・ 、'、`・1・J:㍍t:㍉
i:7 、.標 準 原 価 計 算 制 度 の 適 否'∵!・:;'・ ～・ 、∴ 、 、、,、 ・　 ・,lt・ ・e`
1邑`'内 部 照 査 組 織 の 適 否'・'L・iい.,1に,∵`'llt,,、 、 ・・、1・:、1
ホ 勘 定 組 織 及 帳 簿 組 織 の 適 否r:,i:㍉,1"j川 、1.i,,、
3購 買 及 販 売 管 理 組 織 の 監 査 事 項 一 ・.、∴ttl
イ 購 買 管 理 の 適 否'∵-1,'1い 川 、
ロ 販 売 管 理 の 適 否 ・"・ ㌍":∴,
.・ ハit、材 料 管 理 の 適 否 ㌦ ・'…"1ジ`:ゴ ・J':,,ド`㌧,1、・,∵+;V;:,li・.N-`1,ii・{一
.4,・b賃金 制 嵐 福 利 及 安 全 施 設 の監 査 事 項(∵ い ・tP:,,‥1㌍:∵;1パ'ス が1、バ 、
76 {'一≒」経 ∵:理 知 い 識一,
イilk金 制 度 の 適 否..∵'41,ttIl':t-:∴;"㌧
'1ロ` ,福利 及 安全 施 設 の 適否t.・,こ2・・L`','1't・.・LS
・制 度 監査 の 目的 は組 織 の整 備 の観 点 か ら、内 部牽 制 制度 の 確 立 を最 大 の 目的 と して い る己そ
の対 象 範 囲 は とて も広 く、管 理 制 度 か ら会 計 制 度 、購 買 ・販 売 制度 、福 利 厚 生 制 度 に まで 及 ぶ 。
、t..'1ハ;:.1・ 、 、 …1'ii.:tt,ny'`tlr,..、tii't:
2`、能 率 監 査r・'t・'.i⑪',,t.,}・、,t},'-L.,..E,;:1、 … ヨバ
「参 考」Iaにお いて 、 能率 監 査 は次 の よ うに定 義 され て いる26)。■ ∵ ・ い"■i
↑川 「経 営 分 析 及 経営 比 較 の方 法 に依 る経 営 の経 済 性 に関す る 監 査 を謂 ひ 、数 字 的 に把 握 し得 る
1経営 活 動 の 結 果 を批 判 的 に吟味 し経 営 上 避 け得 へ き欠 陥 の 所 在 を指摘 し経 営 能 率 向上 の 資料
を提 供 す る を 目的 とす 」 い
能 率 監 査 は 、 い わ ば経 済 性 をチ ェ ッ クす る監 査 で あ り、経 営 分 析 お よび経 営 比 較 に よ って 、
組 織 に内 在 ず る非 能率 を排 除 し経 営 効 率 の 向 上 を 目的 とす る 。能率 監 査 は下 記 の3つ の 領 域 に
分 類 す る こ とが で きる27)。'・J、 ・t'J:t‥ ・∵:,… 、's'・,
・ 一 査{欝i㍉ ＼ 、,㍑1
まず、能 率監査 の第1要 素である財務 能率監査は 「陸軍軍 需工業財務比較要綱」(昭和16年)、
「陸軍 軍需立場予 算統制要綱」(昭和'16年)に準拠 して行われ る2Sl。.財務能 率監査 は下記 の事
項 につい て、1年 に1回 ない しは月1回 、事 業部別 、工場別 、経営部 門別 に行 われる29}6i
1'資本構成 の比較 ・ 、 ・∵,,
2資 産構成 の比較
3流 動性 の比較.一 ・
'4費 用
、収益構成の比較"∴t
5予 算実績の比較 ㌶ ㍉,
こ うした各比較 によ り、その工場 が置かれている財政状態 を知 るこ とが で きる。これ に よ り、
資金調 達や資金運用が改善 され る。s.・:、'11
次 に、能率監査の第2要 素である経 営能率監査 は 「陸軍軍需工業経営 比較要綱」(昭和16年)
に基 づいて実施 され る。経営能率監査 は下 記の事項 について、1年 に1回 ない じは月1回 、事
業部別 、工場別 、工程別 に行われ る30)。T・ ・ 、 ∴.'、 、∵ ㌧.'1.
1収 益率の比較'・'=5+…'　 已
2回 転率の比較 、㌦ バ ㌔ 一、,
3操 業率の比較1、:Lbtl・'.パ パ1.
:上記 の比較 によって、い わば、利益獲得 能力 の向上 を目指 す ことが可能 である。`したが って、
,経営 能率監査は操 業率が適正 に保たれているか、資本回転率や収益 率が適正であるかを検討 し、
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経 営 にお け る能 率 を上 げ て利 益 の 増 大 を計 る こ とを 目指 す 。ii、!L'、z、::」,1i,'S」
さら に 、能 率 監 査 の 第3の 要素 で あ る原 価 能 率 監査 は 「陸 軍 軍 需 工 業経 営 比 較 要綱j(昭 和
16年)に 基 づ き、下記 の 事項 につ い て1年 に1風 な い しは 月1回 ・1一事 業 部 別 、工 場 別 、1経営 部
門 別 に実 施 され る 訓 。.∴ 一 ・,:・
1材 料 費 能 率 の比 較 ・川'1
2労 務 費 能 率 の比 較 ∴
3経 費 能 率 の 比 較 、 ∴ti,.;L
4':;製品原 価 能 率 の 比 較 ・,
5予 算実 績 の 比 較 、t、 、:-i・'.、 ■i'tJ、1,i
原 価 能 率 監 査 は本 稿 で も最 も ク ロー ズ ・ア ッ プ しなけ れ ば なち な い 内 部 監 査 の 一 つ で あ り、
こ れ は明 らか に原 価 管 理 シス テ ムで あ る。材 料 費 、労 務 費 、経 費 の 各 原 価 要 素 が そ れ ぞ れ 比 較
の対 象 とな っ て い る。 昭 和16年 には 「陸 軍 軍 需 工 場 予 算 統 制 要 綱 」、 「陸 軍 軍 需 品 工 場標 準 原
価 計算 要綱 」が 公 表 され てい る ので 、 これ に準 拠 して 行 わ れ た可 能 性 もあ る ば なぜ な ら ば 、そ
れ ぞ れ の比 較 は単 に先 月 と今 月 の結 果 を比 較 して も意 味 が な く、あ らか じめ 設定 され た 予 算 な
い し標 準 と比 較 して こそ 実効 あ る もの とな るか .らで あ る。予 算 ない し標 準 と実 際 に比 較 に よ っ
て 、Plan-Do-Seeのマ ネジ メ ン ト ・サ イ クルが 確 立 され 、有 効 な原 価 管 理 が 実 施 され る・こ と
に な る。.'し ∵,ltLJ`・1:∴ ∵ 、cf,t∴,
また 、「参 考 」に よれ ば 、監 査 資 料 と して は 監査 種 類 に よρ て 貸 借 対 照 表 、損 益 計 算 書 、予 算
書 、月次 貸借 対 照 表 、 月次 損 益 計 算 書 、原価 計 算 書 、経 営 統 計 、帳 簿 も、会 計 書類 な どが用 い ら




3経 理監査 ・い ・..・ ・'・ い`」.
「参 考」 にお いて、経理 監査 は次 の ように定義 されている33}。 …,
輪・ 「自己監査 機関に依 る会計監査 を謂ひ、財務 及原価 に関す る取引の帳簿記録 に於ける:正否を
検 証す るを目的 とす」 ㍉ 一・・:」 、1t
経 理監査 は上述の他 の2監 査 に比べ てその重 要性 が極め て高 く、財務rN原価 に関す る監査 に
より財産保 全、利益向上 が可能 にな り、 さらにその実施は外部監査 の簡略化 に稗益 す る。・「参
考」 に よれば、経 理監査 は下記の2つ の領域 に分類す ることがで きる34)。、1,,tl
,一 膿 い、,…㍑
経 理監査 において、財務監査 は昭和15年制定の 「陸軍軍需 品工場事 業場 財務監査要綱」(以
後、「財務監査 要綱」 と略称す る)、原価監査 は昭和15年 制定 の 、「陸 軍軍 需品工場事 業場原価
監査 要綱」託以後 、'i'r原価 監査要綱」'tと略称す る}・x:に基づい てそれぞれ実施 される。;f、:
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財 務 監 査 は 、 下 記 の よ う に 構 成 ざ れ で い る3r")。`・ili㌍ 、'、'・'t㌍
・町t`1中間 財 務 監 査 ∵l t'il."1'・1,、E,.一 ・:'は1;,:、'、
1);1:1!fi次、1中間 貸 借 対 照 表 監 査 ・"・ ・'吟.1'i・'
2)月 次 損 益 計 算 書`':t・L
2決 算 財 務 監 査 ・ ・、:F.1ヒ1
・1)貸 借 対 照 表 監 査 、::'Ltt、T、
2)・損 益 計 算 書 監 査":t't'・`
こ の よ う な 監 査 は 「財 務 監 査 要 綱 」 に 基 づ い て 実 施 され る が 、 こ れ ら は 基 本 的 に 外 部 監 査 で
行 わ れ て い る 手 続 き と 何 ら変 わ る と こ ろ は な い 。'・'
源 価 監 査 は 下 記 の よ う に構 成 さiれて い る36)。"f'、'＼,∵V・,L1
・lll製 造 原 価 の 監 査 、li.-II'.r,,・ ・ 一 ・∵
)ぷi1)il材 料 費 の 監 査 、;.i`・ ‥'一 ・ ∵'i'・1ド .・"、1't';
}2グ 労 務 費 め 監 査1'川 ㍉,;.1-t;T,11r・'㌧ 」一 『1・・,.t,,Il:1
肩㌧3)く 経 費 の 監 査 ・ ・"II!'1:'-1・1■ill,'・ ,
1渇)ll部 門 費 の 監 査!'1'1' ]'.,'f,・、"…,い 、;Jl'!・ 」
へ「2製 品 原 価 め 監 査 … d'一':lt・!一・_,い 、 ㍉ ・v、 パ ・ 、`、1'、
1)製 品 別 配 賦 基 準 の 適 否 、 配 賦 計 算 の 正 否 の 検 査!
:「{,2)':仕掛 品 在 高 の 正 否 、 評 価 の 適 否 の 検 査 　 ';:、
・';.Ii31)`等価 比 率 の 適 否 ご 等 価 比 率 に よ る 配 賦 計 算 の 正 否 の 検 査 ・['一':
4)副 産 物 、 作 業 屑 の 計 算 、 評 価 に 関 す る 適 否's'x'
原 価 監 査 は 「原 価 監 査 要 綱 」 に 基 づ い て 、か な り厳 密 に 行 わ れ た 。 な ぜ な ら ば 、 安 価 で あ る
と い う条 件 は 軍 需 品 の 調 達 に は 欠 か す こ と が で き な い の で あ り、こ れ は 綿 密 な 原 価 の 管 理 よ っ
て 初 め て 実 現 さ れ る か ら で あ る 。 一 ・",パ … 一 ㌧
一・さ ち に 、・経 理 監 査 は 財 務 監 査.'原 価 監 査 ど2つ に 分 類 しな い 場 合 、す ンミで め 会 計 行 為 を対 象
と し て 監 査 が 実 施 さ れ る 。こ れ は 全 部 監 査 と呼 ば れ 、下 記 の よ う な監 査 項 目 が ら構 成 され る37)。
t'1"現 金 取 引 の 監 査' ・・tL .:,r、 い'二 峨 、・ ・E、 、二一 、t"
'i
2・ 有 価 証 券 取 引 め 監 査tJ-,tレ;・s・ ～t… 一・:'、 ・㍑ ・t-
3販 売 取 引 の 監 査'・`㌔"1,・t"1'・,、 ・1.・lt'tl…・
4,1購入 取 引 の 監 査1・
5決 算 取 引 の 監 査 ～:.、
6材 料 に 関 す る 内 部 取 引 の 監 査 ・ ㍉lt
S… プ ・賃 金 め 監 査S'-J:一'E,'、:・ 、L「 ㍉ 、・ ,パ ー.1いx・1㍍1㍉,
{把こ81経 費 の 監 査1 .1':Jil"Ili、t-:一::.、|・ ∴.＼ パ.{∵,.::'」、t]∵,
全 部 監 査 は 財 務 監 査 ～原 価 監 査 と細 分 じな い 場 合 で あ る が 、1すべ て の 会 計 活 動 を 総 合 的 に 監
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・養 す るの ゼ1詳 細 性 は あ る 程度 犠 牲 に され 、包 括 性 が 優 先 ざれ て い る ぷ',・i・ti,・、宝'・、'k
ぷ ∵F㌧ 一 ヂFt,㌦ ・ ∵;'い ・J]㌧t'1・ マ;,・1'・.,,:1・Li}・`:;"・ ・'・'一']一
・V:
.お わ り に1'・ll,・'・ 「・li},,1〕('『,・C・ ∴":t・i':-a・ 、;、 ・1・
・tl","、);








あ っ施 が、戦 争末期 にな り敗色が濃厚 にな り人材 や各生 産物資 と ぐに材料 の調達 が ままな らな
ぐなる と{・経営改善 、原価計算の実施ど ころ では なぐなって:しま』)たのは事実であ ろう亘ま さ
に':「衣 食足 りて礼節 を知 る」の論理であ る。 しか じなが らご本稿で論 じて きた ように、』ざま ざ
まな法令 によ りご:軍が軍需工場 の管理 に力点 を置 いたことや軍が各軍需工場 に 「原価計算め実
施」iを強制 じた ことは明白である。戦争が激 しくなれば なるほ どく制定 され る法令 は次 第に多
くなってい つた。`したが らて、'決じて戦争の激化が 会計制度の整備 や原価計算の実施 の妨げに
なった とは思 えな くミむ しろ軍需工場 を管理 し速やかな軍需 品の調達 のため に亡原価計算制度
を含 む会計制度φ監督 をよ り強化す る必 要が生 じた と言 える6'㌦ ・".一":iパ ・ ㌧,
軍需物 資の調達は、安価 、高品質 、早い納期 の3つ の 要件が満たす ことが肝 要であ り、これ
らは生産工程 における技術 管理 システム{原価管理 シズテム に基づ いた能率 的な生 産に よつて
可能 になる。 さらに、能率的 な生産 は組織 ・人事構 造の改善 、:財務指 標の改善 、財政状態の改
善、経 営成績の向上か ら も達成 される。内部監査制度 はこ うした 目的 を満たす手段 であ り、外 ・
部監査制度 とほほ同時歩 調で導入が進め られた。軍 の側か らすれば↓'外部監査制度を よ り円滑
に進 め'るための一方策で ある。極 言す れば、内部監査制度が導入 されてお り、これが うま く機
能 していれば、外 部監査 は形式 的な もので十分であ ったはずである。陸軍に とって、内部監査
制度 は数 多 くの工場 を少人数で しか も手数をかけず に、監督す るため には とて も便利な制度 で
あった。 まず、この点 に内部監査 の存 在意義 を認 めるこ とがで きる。 パ
で は、本稿 にお いて論 じで ぎだ内部監査制度 は、'私が今まで≡連の論文 で研 究むて きだ わが
国の原岬 卿 頸綱 嘩 ナ磁 あ壌 熟1∴ ㍗:∴≡ 、..
わが国の原価管理システムが注目されたの{よ・簾 で熱 時 玩 ぽ ら、本歓 見てきた




な考 え方が 内部監査制度 と して工場 の中で実践 す る ことが試み られたので ある。とくに、内部
監査制度 にお ける能率監査の原価 能率 監査 と経理監査 の原価監査 は、監査時 に重 要 な役割 を果
た した と考 えられ る。両方 の監査 が首尾 よく実施 され るためには、原 価計算制度 の存在 が不可
欠であ る。軍需工場への原 価計 算の実施 は 「国家総動 員法」(昭和13年)に 基づ いた 「検 査令」
(昭和14年)に 準 拠 じて強制 され た6:それ まで見 られた原価計 算の基本 的な思考 はご、む しろ価
格計算のため に製品原価算定 する機 能のみ に重点 を置いた がミ「検査令」以降の原価計算 の目的
と じては製品原価 算定のみ な らず、明 らか に原価 能率 の改善 、す なわ ち原価管理が挙 げ られ る。
産業合理化運動 の時代かち、各種 の公 的団体が原価計 算 と原価管理の啓 蒙 と普及 に努力 したら
しか し、'それ は実務 と して花 開 くこ とはなかった6そ の当時 に も原価管理思 考それ 自体は存在
しでいたの であるが、強力な必 要性 に裏打ち された もので はなか ったか らであ る。なぜ な らば 、
これは理念的 な ものであ り、啓 蒙 の域 を出 るこ とが で きなか ったか らで ある。、だが、産業合理
化時代 に原価計算の必 要性 が啓蒙 され た効果 と して、戦争の激 化 に伴 って物資 不足 に陥 り・、少
ない物資 か.ら最大の効果 を引 き出す ためにs軍需工場 では効 率 を高 め:るための原価管理 システ
ムが必要 と されたのである♂こ,こに、'原価計算 実務 と原価 管理思考 の実務的 な結合 を看 取す る
こ どがで ぎる。この ことは、準戦時 下、戦時下 に膨 大な量 の原価計算 書が出版 され、:その大半
'がいか に原価計算 を実施 す るか を説明 した 手引書で あ つたこ とか ら'も論 証で きよ う剖
。レじた
が っでゴ内部監査制度の展 開は外 部監査 の簡略化 に役 立ったのみ では な く、工 場 に管理 システ
ムの思考 と原 価計算 システムの思考 を残 したと考 え られ るー。っ ま り、これが戦後lv,日本 の高度
成 長を支 えた品質管理 、原価管理 システ ムの構築 のための基礎 になった と考 える ことは で きな
いであろ うか。・、i・i'tt}"t:1,..、 、、,1'"、 、、.、＼∴,1
'・ここに示唆 した結論 は、現 有の資料 か らで は まだ確実 には論 証で きない。本稿 におけ るい か
なる制度 であったかの考察 に加 えて 「いかに実 施 され たか」にっいて軍需工場 を監督 した実際
の監査報 告書な どに基づ いて検討 してい けば、「原価計算実 務がい か に一般工場へ と普及 して
いうたか」1がよ り'明確 になるであ ろ うポ ・'、.',・ ・`L:
∵パ .∴ ヨ:'.、,、,　 ,・ ・ 、‥(未 完)
1:三'・1,・'1・1・ ・;'t・-i・ ∴1:.,1'・!1・',
1,・・u"t' ,"・ ・ 、`tL`:い'.パ1『','`㍉ ∵':;
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監 査 計 画 書 に つ い て も 、組 織 監 査 の 項 で 説 明 さ れ で い た が 、他 の 監 査 が 実 施 さ れ る さ い に も 同 様 に 作
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原 価 能 率 監 査 に 関 しで は 、 昭 和'・1S年に 下 記 の 要 領 が 陸 軍 省 か ら 出 版 さ れ た6,;'・,田 ヒ
陸 軍 省 編r陸 軍 軍 需 品原 価 能 率 調 査 票 作 成 要 領 」 陸 軍 省 昭 和18年 ・i2'月。':・:・:
こ の 要 領 は 会 計 監 督 官 が 原 価 能 率 を 監 査 す 口 さい に ご原 価 調 査 資 料 ・とす る原 価 能 率 表 の 作 成 手 続 き
を 示 して い る。原 価 能 率 向 上 の 思 考 は 産 業 合 理 化 運 動 か ら生 ま 昧 こ れ が 原 価 計 算 べ の 注 目 を高 め た も
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「い を受 け うか も知 れ ない
。しか し、'今回使 用 した資 料 が らはごこの批 判 が 当 を得て い る とも 、、的 外れ で あ
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